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はじめに

　野球の打撃において、打者は、非常に高速に
飛来する投手の投球に対して適切な対応するこ
とが求められている。そこで、バットの軌道や
打撃フォームの修正などに加えて、迅速かつ正
確な視覚情報処理がなされることも重要である
と考えられる。打者は、投手や飛来するボール
を手がかりとして重要な情報を獲得すること
で、それらの適切な行動を達成していると考え
られる。
　ボールの飛来中の視覚手がかりについて、竹
内ら（2019）では、ボール飛来に対する時間遮
蔽手法を用いることによって、ボール飛来中に
おける熟練者の視覚手がかりを検討している。
それらの結果から、熟練打者は、ボール飛来中
のボール情報を手がかりとして反応することか
ら、投球を適切に予測や反応をしていることが
明らかにされている。また、竹内ら（2020）に
よると、打者が打席から観察することで得られ
る視覚情報は、他の方向から観察することより
も困難であること明らかにされている。
　しかしながら、これまでの野球の打撃時に
おける視覚の研究において、打者はバッター
ボックスからボールを観察して、ボール飛来中

における視覚手がかりの検討がなされている
が、ボールの反応について事前の情報がどのよ
うに影響しているかについては明らかにされて
いない。打者は、投球前の情報によっても適切
に判断していると考えられる。投手の投球動作
中の視覚探索方略において、竹内ら（2012）や
Takeuchi（2009）によると、熟練者は、初心者よ
りも速く正確な反応ができることが明らかにさ
れている。また、熟練者は、投手のボールリリー
スの際に投球腕周辺に視線を向けることで、有
効な視覚情報を得ていることが明らかにされて
いる。
　そこで本研究の目的は、野球の打撃時におけ
る反応に対して、事前の情報について検討を行
うこととした。投球前の情報を遮蔽して打撃遂
行の意思決定を行うこととした。

方法

（ 1）実験対象者
　実験参加者は、5名の大学生が参加した。熟練
者として、野球部に所属する競技歴10年以上の
野球選手であった。実験に先立ち、すべての被
験者は実験内容について十分に説明を受け、文
書による承諾を得たうえで実験に参加した。本
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研究は、「中京大学体育学研究科　人を対象と
する倫理規定審査委員会」の承認を得て行われ
た。
（ 2）装置
　ホームプレートから18.44m先にピッチング
マシンを設置し、ホームプレートに向かって、
ボールを放出した。なお、目安としてボールの
球速は、時速130キロが放出されるように設定
した。遮蔽条件において、ピッチングマシンの
放出筒を図1のように隠した。
　打者の反応を測定するために、バットにス
イッチボタンを装着し、スイッチボタンを押
すとLEDの信号が呈示されるようにした。そ
して、そのLED信号とピッチングマシンから
のボールリリース直後のボールの軌道を記録
するために、デジタルビデオカメラ（EXILIM 

CASIO）を用いた。
　打者の安全性の保持および、ボール軌道の到
達位置の確認のために、ホームプレートと打者
の前に防球ネットを設置した。 

（ 3）手順
　実験対象者は、バッターボックス内に立位姿
勢を保ち、ピッチングマシンからの投球を観察
した。実験対象者には打つと判断したら、バッ

トに装着しているスイッチボタンを押すことを
求めた。ピッチングマシンをみせて行う試行
（通常条件）と、隠して行う試行（遮蔽条件）で、
各8試行を行い、合計16試行を行った。
（ 4）分析方法
　投球について、各条件におけるボール移動時
間および、ストライク数を測定した。ボール移
動時間は、ピッチングマシン前〈ピッチャープ
レートから1mの地点〉から設置した防球ネット
にボールが到達するまでの間のボール移動時間
を測定した。また、ストライク数は、記録され
たボールの軌道から、ホームベース上で、打者
の脇から膝の間の空間を通過する投球をストラ
イク試行として、その試行数を算出した。
　打者の反応について、ボタン押し回数およ
び、反応正当数、反応時間を測定した。
反応時間の定義として、ボールリリース時点か
ら実験対象者がスイッチボタンを押した時点ま
での時間とした。 遮蔽なしの反応時間と遮蔽
条件における反応時間の差を分析し比較した。
反応正確性の定義として、ストライクコースを
ボールが通過した際にボタン押し反応を行った
試行を正確とした。

図 １　遮蔽条件の放出筒を遮蔽したピッチングマシン
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結果および考察

　各条件におけるストライク回数について、表
1に示す。ボール移動の時間の平均値について
通条条件では137±5km/hで、遮蔽条件では133
±2km/hであった。
　これらの結果は、被験者や各観察位置条件の
間での差はなかった。これらのことから、全打
者に対して、投球が同質の条件であったと考え
られる。
　各条件におけるボタン押し回数について表2、
また、反応正当数の平均値について表3、反応
時間の平均値について表4に示す。
　ボタン押し回数、および、反応正当数につい
ては差がみられなかった。しかしながら、通常
条件と遮蔽条件の反応時間においては差がみら
れた。遮蔽条件の反応時間は、通常条件の反応
時間よりも遅延がみられた。打者は、反応速度
を遅らせることによって、正確性を維持してい
たと考えられる。そして、これらのことは、投
球前の視覚情報が得られなかったことから反応

が遅れたと考えられる。ボールの軌道のみなら
ず、事前の情報も含めて打者は反応することの
重要性を示唆している。これらのことから、打
撃時における投球前の視覚情報の有効性が明ら
かになった。また、竹内ら（2012）やTakeuchi

（2009）による投球前の打者の視覚方略の必要性
が示唆された。打者の反応においては、投手の
投球前の情報とボール情報が十分に得られるこ
とでよいパフォーマンスが発揮される。
　今後の課題として、本研究の投球は直球で , 

速度も一定であるバッティングマシンを用いた
ため、実際の投手からの投球において検討をし
ていくことが求められる。また、実験参加者を
増やし統計学的な検討の必要性がある。

付記
　本研究は2020年度中京大学体育研究所の共同
研究費を使用して行われた。
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